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S學
會
雜
飾
第
四
十
五
卷
第
二
號

. 

三

四
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a
〇
4
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の
如
き
發
展
法
地
を
導
い
て
.く
る
ヒ
と
が
無
理
な
の
で
あ
名
。
從
つ
て
、
こ
の
體
系
を
動
學
化
す
る
に
は
單
に
時
間
要
素
を
導
入
し
た
の 

•
み
で
は
统
理
で
、
本
稿
の
胃
頭
.に
述
べ
，た
如
き
形
に
、
方
程
式
•の
形
を
變
形
し
な
•け
れ
^
な
ら
尨
い
。
け
れ
ど
も
間
題
は
こ
れ
だ
け
で
終 

づ
た
わ
け
で
は
か
い
。

「

動
學
化」

と
一K

ふ
言
葉
は
最
近
ハ
ロ
ッ
ド
が
指
摘
し
た
如
く
傾
向
値
的
發
展
を
も
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
- 

な
い
。 

本
稿
の
.試
み
は
ビ
グ
ゥ
•
シ
ス
テ
ム
か
ら
景
氣
循
環
に
卽
し
て
の
變
動
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
終
始
し
た
。
現
實
の
發
展 

は
循
環
運
動
と
傾
向
値
的
發
展
と
が
交
錯
し
て
.醸
し
出
さ
れ
る
9
こ
の
た
め
に
は
、
カ
レ
ッ
キ

.丨
や
ク
ラ
ィ
ン
，が
行
つ
た
如
く
、
總
資
本 

藉
積
商
を
未
知
數
と
し
て
方
程
或
シ
ス
テ
ム
の
中
に
加
へ
'、
こ
れ
を
ゼ
グ
ゥ
の
長
期
流
動
均
衡
組
織
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

一

‘
つ
の
平
掛
り
を
得
る
で
あ
ら
う
。

ハ
P
ッ
ド
の
理
論
が
一
つ
の
示
唆
で
終
始
し
て
ゐ
名
の
を
乘
越
ぇ
て
よ
り
精
密
な
理
論
を
作
り
出
す
.に
.

:
■; 

- 

‘ 

- 

. 

、
.
+ 

•

は
、
こ
の
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
て
述
べ
る
、こ
と
に
し
よ
う
。

.

.

.

. 

..

.V 

. 

- 

. 

• 

• 

• 

■ 

» 

' 

- 

. 

- 

• 

•
.

附
記
本
搞
は
、
昭
和
ニ
六
¥
十
一
月
に
開
他
さ
れ
た
昭
和
ニ
六
苹
度
观
論
經
濟
舉
會
の
硏
究
報
带
を
發
M
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
你
數
式
の
變
形 

.

:等
に
っ
：楚

铤

應_塾
大
學
副
手
餍
崎
谣
君
；に
多
大
：の

.助
カ
を
受
け
た
'こ
と
に
關
し
、
感
謝
0

■
:;
,
.
:賃

銀

指

數

の

意

味

と

：算

定

：
：

.

■
V
:
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一.
.
:
.

勞
働
の
價
格
水
维
測
定
の
爲
■の
賃
銀
指
數
の
算
定
は.一'般
に
賃
銀
支
拂

總
額
を
货
較
す
る
と
と
に
ょ
つ

V

行

は

れ

る

。
.
.

:;
,
-
パ

,

V ;然
る

ー

に

勞

働

ゆ

他

の

資

本

材

と

共

に

生

產

雙

素

々

ー

種

之

考

：
へ
ら
办
、

. 

勞

働

賃

銀

の.變

化

は

他

の

生

產

要

素

：の

.
^
の̂

變

磡

と

相

俟

：っ

.て
當
：然

そ

：： 

の
需
要
贲
を
歡
化
せU

め
る
.で
あ
6
^;
か
.ら
、
'勞
働
の
慎
将
1賃
銀
卜
.の
' 

變
動
だ
ホ
を
獨
立
に
扱.つ
.
.
て

賃

銀

指

數

を

構

成

す

る

こ

と

は

果

し

て

適

當 

.
'
.
で
^

ら

:.
5か
:-
0
.;'
'

'

へ
:'
.
:
:
:.
:
-
.
:
.
.

■:
'
':
■

': 

"
.
:•

,-
ぃ
企
業
者(

|舷
に
，國
挞
經
濟
に
於
が
右
也
糜
赏
琺
者

〕

：.の
|立
瘍
が
ぢ
賃̂ ̂

銀
水
準
：の
判
定
を
行
は

〜

と
す
る
時
、
大
規
模
な
，資
本
設
備
が
比
較
的

^

.擻
の
氤
用
に
ょ
っ
て
：

 
一fe
0
生
產
額
を®

す
る
な
ぢ
ぱ
、ハ
比
較
的
高
ぬ 

.賃
^

^
炎
業
渚
ぬ
^

"

左̂
程
痛
苦
を
與
.へ
る
^:
:
の
^
は
众
>
龙
ぁ
.̂
ぅ
：
 

し
、
又

極

货

低

賃

銀
1
資
本
說
備
が
過
少
で
あ
：れ
ば
逆
の

#

!

生̂
む
：
. 

，.場

合
-^
優

に

あ

り

ぇ

ょ

ぅ

ヶ

と''
.
V

)

フ

:

一
：
：|

に
'>
;
賃

銀

指

數

：は.'
'
*他
の
生
簏
要
素
の
價
格
變
化
へ

(

延
：
い
で
は
；そ
. 

の
憤
格
指
数
の
變#

:,
■•との
：關
連
に
於y

是
t
計
算
す
る
こ
と
が
妥
當
で

、

货
鈒
指
數
の
湓
味
と
笕
定 

‘

.

.

:

あ
る
'七
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
消
息
を
明
忆
す
る
た
め
に
は

:■'
:更
に
®

指
數
の

. 一

殷
的
な
意
味
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い

。
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ゾ

.經
濟
の

_事
は̂
貨
幣
單
位
，に
.銮
いて
^

れ̂るが
、
.
周
知
め
通
り
ご 

.

の
單
位
は0
0'
-8

單
位
の
や5-
な
.

不
變
の
尺
度
で
は
.

な
い
。
從
つ
て
經
濟 

'

事
象
測
定
ぬ
た
.

め
_に
は
貨
幣
單
位
と
い
ふ
見
掛
上
の
尺
度
と
な
る
甚
準
七 

,な
る
べ
き
尺
度と，の
間
の
對
應
關
係
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
關 

へ
係
わ
規
定
す
る-̂
:の
が.
物
價
指
齡
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
：
.'
:

.
,

.
例

ぇ

ば

生

產

國

民

所

得

：の

.浙

握

：の.：た
め
：に

生

產

函

數

夂

測

贫

を

.好
ふ
場
：
 

ベ
合
、
，葡

數

の

決

定

ヒ

用

：ひ

_
れ
'?
)
賛
料
が
時
系
列
で
與
へ̂
れ
て
い
.る 

も

の

と

す

水

：ば.>
へ
勞
働
影
、',
..資
^

^
低
用
量
を
あ
づ.貨

幣

單

位

に

'
ょ

つ

て 

.'

.
;求
め
:-
'

>
れ
ら
を
苒
ぴ
連
產
國i

得
に
關
連
す
^
適
^ .
な

尺

度

に

ょ

つ 

,
:て
計
量
し
直
さ
权
ば
ゲ
ら
だ
い̂

^
の
際
に
貧
銀
指
數̂

數

(

ー
ま
だ
坐̂
要
素
の
.■格

指
®
、
：が
必
要
と
な
る

a 

:

.

'

そ
し
：:)
'
5
:

」

：の
種
冷
指
數
か.算
定
ば
模
型
を
通1
て
行
は
れ
る
が
>
と
の 

:
:-
.
,模
型
中
に
含
^
取
务
變
數
が
經
濟
事
氣
を
友
視
的
に
把
尤
る
も
の
で
あ
る 

な

ら

ば

、
：：

〈

こ
の
：11
1
|
:

視
的
變
數
と
各
個
别
的
經
濟
單
位
の.養

數

.と

の

間

に

存
 

,
.:-
+ :
る
何
ら
如
：の

經

論

的

關

係

が

明

眾

さ.れ
な
け
.れ
ば
.な

ら

な

い

。.■■
•こ
. 

-

\ y.

所
■謂；'
'(̂

g
r
e
g
a
t
i
o
n
>

 

の

問

題

が̂:
:
石
.0
、
從
.つ
：
て
.
、

(
a
g
g
r
e
-

 

■ ga
t
i
o
n
)

は
务
時
點C：

又
は
場
所
：

> 

に
於
け
る
钤
經
濟
主
體
の
行
動
を
變

. 

三

班
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數
の
少
，い
.
一
っ
の
體
笊
に
綜
合
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
は
一
種
の
.指
數 

::

作
製
ゅ
晰
默
で
あ
石
^'
か
\,
'
:克
^
:
ー
-.
-
.
:
:朽

,(

fr
b

l)

^
ff
q
^-
fD
^
^
o
n の
l:
:
i題
は
指
数
作
製
の

|1
!
1遇
と
し
て
极 

は
れ
て
ゐ
る
が
、
な
ほ
指
數
叫
题
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は 

い
は
ゅ
る
芭
視
的
職
系(

s
a
c
r
o

體
系)

V

.
微

視

的

體

系

o
m
i
c
r
Q

 

體
系〕

と
'を
.っ
な
ぐ
も
の
で
あ
っ
て
、i

n
t
e
r
t
e
m
p
o
r
a
l

な
指
數
作
激 

の
立
.揚
.ょ

彡

す

れ

ば

.、
、
、
グ

ロ

-
體

系

を

.如
何
に
し
.て
節
單
な
模
.型

.
に

反

映 

せ
し
め
る
か
の
fi
n
題
で
あ
る
o

一
方i

n
t
e
r
t
e
m
p
o
r
a
l

な
衍
數
槪
念 

は
た
だ

一倘
の
企
業
の
布
す
る
.場
合
に
も
布
在
す
る
。a

g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

 

の
意
味
に
お
け
る
指
数
|?
:
]妞
と
、
生
訐
贺
指
數
論
に
お
け
る
如
き
い
わ 

ゅ
る
阐
數
論
的
相
數
の
叫
題(

こ>
i

に
い
ふi

n
t
e
r
t
e
m
p
o
r
a
l

な
.指

' 

数
叫
題〕

と
の
關
係
が
、

一
般
に
は
ま
だ
明
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
樣

'
.■.
;
:

で
.'參
^

-:
;

;

:

へ：
..

ぃ
.
ソ
'

'

;〕

'

■-
:

V'
,

:.
.

、

■-
:
.
、

'

:

;

_#)
價
指
數
ぶ
定
義
:;
-
. '
:'
v
:'.
>
'
:
“

；
.
：
.
.
ハー'
.;;
,
;-:
:
'

v

;
v:
-
;

,;
■

■

前
項
の.
.；^
^

指

敗
CD
.
.意
味
を
明
に
ず
る
.

た
办
.

に
次
の.
樣
な
定
義̂

乳
.
.へ. 

る
の
が
適
當
で
あ
ら
ぅ
。
，

戚
る
測
定
對
象
の
測
定
に
お
け
る
測
定
渚
の
態
度C

B
e
h
a
v
i
o
r
)

を
'

A
と
ず
る
？
測
定
办
^

办
に
構
成
さ
れ
レ
模
型
に
含
ま
れ
み
種
夂
の
變
數

V
へ

を
g
'
.
a
n
l

to
.

.

.3
、
又
こ
れ
ら
W
個
の
ぅ
ち
幾
つ
か
の
'結
合
に

-
'
H

つ
で
定
霧
各
れ
る
貴
を
尤
と
か
く
。
二
れ
ら
：の
要
素

•抑
及
X
.に
對
應
；

H

 
.

一.: 

る
何
ら
.か
の
經
濟
的
測
定
尺
度
を̂と
す
る
.。
^
が
變
る
と
共
に
適
當
と-.

: 

* 

'

三
六
，

•(

一
 

〇
八)

兑
做
さ
れ
る
グ
も
性
歡
を
異
に
す
る
こ
と
は

^
に
述
べ
た
掘
り
で
あ
る
。 

要
素
肌
或
は
ズ
の
相
等
ぽ
こ
れ
ら
に
對
應
す
る

>
•の
値
が
相
等
し
い
時I 

成
立
す
る
も
の
と
定
義
す
る
。

又
は

X
は
或
時
點(

又
は
場
所〕

に
於 

.て
：貨
幣
谭
風
で.計
る
こ
%
#要

名

0(

：こ
れ
を|

は̂
淤
と
»
く

.ぬ
：ら
' 

ば

、
へ̂
文
は
叉
_を
漱
ゲ
|
又
は
來
に
衡
算
す
る_
な
因
子
ポ
存
在
す
を
で,
 

あ
.ら
ぅ
。
こ
れ
を
夫.々
取
及
/7
と
書
べ
。
從
つ
て
蕋
準
と
な
る
時
點
又
は 

場

所
C
Oで
示
す〕

に
於
て
は
、

-
/ 

. 

.... 

こ.
.
.
.
- > 

*

-碧

 i
=

=

 

■

o
r
.

パ

.
'
Z
T
0

N -0
“

M
0

...

で
あ
り
、
他
の
比
較
時
點
又
は
場
所
に
於
て
は
、
.

■•

.
>

K
U

X
t

i

 =

 W
i

H

 

:

o

T
 

n

t

J

L

e*
=

M

r

.

と
な
る.
こ
と
は
明
で
あ
る
O'

F

と

灼

又

は

尤

の

對

齋

關

係

を

姻

示

す

れ

ぱ

、

.

..

.

(
1
)

H

Q 

v
-
n
i
^
-

(

1ヽ)

.z
t
&
s
h
m
o

 

.
:

.

(

to
v

§
S

C

^

Y

W

S

(2、) 

m
x
t
o
n
u
a
d
t

 

,
 

-

と
書
け
る0
1

を
2

で
除
し
、.1

を
.

2

で
除
し‘
て
夫
々
、

V

 

^
 

ノ 

P'. 

< > 

_

e>
f

.

.

.

.

-

mi. 

.

.

.

.
ノ
 

m
 

_

c

)
fc
l

叫 _

 

h

 

(

ご

岗

。

を
得
る
。

「

⑶
及
⑷

に
於
て
ノ
^

及
^

に
於
け
る
相
等
し
い
^
を
も
つ
樣
に 

妳
又
は
ダ
を
選
ぶ
な
ら
ぱ
、
前
：記
の
：定
義
に
ょ
い
、

O
H 

.̂
0 
Mu 
^

.
'が
成
立
し
、
⑶
⑷
は
、
、
分
母
分
子
が
約
せ
て

、

•

m

 

M
r 

m

3

.
m

i

T
c
f
H
,

m
u

m

f

S

蓼 o

と
な
る
p
.ず
及
ボ
が
物
價
指
數
の
一
殷
的
宠
義
と
解
せ
ら
れ
る
.
。

•.

.

,■.-
.* 

... 

.''
 

......

: 

.
'
. 
.

■-
,/

」

.

' 

'
■•
. 

‘ 

. 

/

. 

.■-...

:

(H
::
生
產
耍
素
の
價
格
指
數
：.■•
.
: : 

,

,\
:規

賢
銀

指

數

は

；各
晚
勸
に
於
け
る

:«
'

銀

支

拂

金

額

の

比

片

他

な

ら

な 

い
O
V時
點
o
の
賃
銀
茭
拂
金
額
をg

、
：

時
點
1
の
そ
れ
を
％

と
.す
れ
ば
、 

w l
jTy
o
:を
以
て
賃
銀
指
數
：七
ず
る
め
.で
.あ

を

か

：
ら

、
.
前

項

は

に

於

け

る 

⑶
⑷
式
の
.產
ぶ
、--gl 

|
.を

考

慮

を

ぃ

ゎ

け

で

'
恰
も
生
計
費
指
數
の 

箅
定
に
於
て
消
費
者
選
擇
理
論
を
閑
却
し
、
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